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第1編  下水道総合計画の改定にあたって 

1  計画改定の主旨及び目的 
福生市下水道総合計画は、福生市の下水道の将来像とその実現に向けて今後 30 年間に

取り組む施策を示した計画です。 

「福生市下水道総合計画」の策定から 11 年が経過し、この間、「福生市総合計画」は第

５期に移行し、下水道事業においては、平成 31 年４月１日に地方公営企業法の規定が財

務適用され、公営企業会計に移行しました。 

そのような背景を踏まえ、下水道事業の現状と課題を整理し、今後（短期・中期・長期）

必要となる対策を見据え、計画を改定しました。 
 
2  計画の位置付け及び役割 

下水道施設が都市の基盤となる施設であることから、本計画の位置付けは、本市の都市

づくりの上位計画である「福生市総合計画（第５期）」、「都市計画区域の整備、開発及び

保全の方針」及び「福生市都市計画マスタープラン（第２期）」で示された方針に基づく

ものとしました。 
 
3  目標年次 

本計画は、目標年次を 30 年後の令和 33 年度とします。 
本計画では、将来の施策ごとに、短期計画、中期計画、長期計画を設定するので、短

期計画は５年後の令和８年度、中期計画は 10 年後の令和 13 年度、長期計画は本計画

の目標年次である令和 33 年度とします。 
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第2編  下水道の概要 

1  事業のあゆみ 
本市の下水道事業は、多摩川流域下水道多摩川上流処理区関連の公共下水道として、昭

和 48 年度に事業着手し、昭和 53 年度に供用開始しました。その後、住民の生活環境の

改善を目指し整備を進めました。 

 
2  下水道の概要 
（1）  汚水の概要 

本市の市街化区域は 663.3ha、市街化調整区域（米軍横田基地、多摩川河川敷、熊川

緑地）は 360.7ha です。そのうち汚水の下水道区域（＝認可区域）は、市街化調整区域

（米軍横田基地）を除いた全域で、令和２年度末の整備率は 98.5%とほぼ完了していま

す。 

福生市は流域関連公共下水道であるため、下水道区域は多摩川流域下水道の多摩川上流

処理区となります。汚水は、昭島市に位置する多摩川上流水再生センターで処理されてい

ます。 

 
図 2-1 汚水の概要 
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（2）  雨水の概要 

雨水の下水道区域は汚水と同じ区域です。排水区は 12 排水区あり、放流先は、流域下

水道である多摩川上流雨水幹線、多摩川、残堀川（昭島市経由）です。 

雨水は幹線を中心に整備を進めてきており、令和２年度末の雨水の管きょ整備率

55.7%であり、現在も住民の生活環境の改善を目指し、整備中です。 
 

 

図 2-２ 雨水の概要 

 
（3）  流域下水道 水再生センターの概要 

多摩川上流処理区は本市の他に、青梅市・昭島市・羽村市・瑞穂町の大部分、立川市・

武蔵村山市・奥多摩町の一部で構成されています。この区域の汚水は、昭島市にある東京

都下水道局の多摩川上流水再生センターで処理されています。 
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第3編  下水道の理念 

1  基本理念 
本市の総合計画では、基本理念と目指す

まちの姿の実現に向けて、５つの大綱をま

ちづくりの行動指針としています。行動指

針に沿った施策のうち、下水道事業に関す

る施策は、「快適な生活環境を守る」に位置

付けられています。 
そこで、本計画では、『快適な生活環境を

守る下水道』を基本理念として掲げます。 
 

2  基本方針 
基本理念をもとに、本市の下水道が目指

す方向として、「快適なくらしの実現」、「安

全で安心なくらしの実現」、「活力に満ちた

持続可能なくらしの実現」の 3 つの項目を

将来の下水道の目標として掲げます。 

第4編  下水道の施策 

1  施策の展開 
基本方針をもとに、今後、重点的に推進すべき施策を体系化します。 

大綱1 生み出す 快適な生活環境を守る

大綱2 守る 安全・安心な生活を守る

大綱3 育てる 基地があるまちでの生活を守る

大綱4 豊かにする 歴史・文化と自然を守る

大綱5 つなぐ

快適な生活環境を守る下水道

基本理念

快適なくらしの実現

基本方針

安全で安心なくらしの実現
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